


 　■10 団体、500 名以上の子どもたちが活躍

　武蔵村山市は、かなり早くからストリートダンス

が盛んである。25 年程前に都立武蔵村山高校の生

徒が自主的に立ち上げたブラックダンス同好会（現 

ブラックダンス部）が、たくさんのプロダンサーを

輩出していることも、武蔵村山市のダンス熱をあげ

た大きな要因となっている。

　昨年第 10 回を迎えたデエダラまつりでも、ダン

スコンテストをはじめ数多くのチームが参加してお

り、近年はキッズダンス専用サブステージを設ける

ほどの盛り上がり。

　市内には大小さまざまなダンス教室やサークルが

あるが、他の団体とステージを共にするのは、コン

テストなどで競うときだけ。そんな状況に疑問を感

じ、子どもたちのダンスによる社会貢献や、個別で

はできない大きなステージを経験する機会をつくろ

うと、2012 年に 5 団体でむさし村山ストリート

ダンス協会を立ち上げた。

　現在は 10 団体で組織し、500 名以上の子ども

たちが活動しており、市民会館での合同イベント、

イオンモールでのダンスフェスタをはじめ、行政や

民間団体からの出演依頼にも数多く対応している。

　■ムラッパー誕生

　設立当初は、東京国体を翌年に控えた時期でもあ

り、ゆりーとダンスコンテストで優勝し、東京国体

の開会式にも出場、様々なシーンを飾った。

　国体が終わりマスコットキャラクター「ゆりーと」

の出番もなくなったのを機に、協会オリジナルキャ

ラクター「ムラッパー」が生まれた。ダンスが上手

な B-boy というイメージ設定で、「Everybody 

Dancing 熱いぜ！村山」という曲を作り、協会の

顧問で武蔵村山高校ブラックダンス同好会の創立者

である Q-taro 氏の振付によるダンスもできた。

　最近は、ますます市内外からのオファーが増え、

企業イベントにも多数出演している。














